
首
里
城
が
燃
え
て
い
る
。

早
朝
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
沖
縄
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
、

国
外
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

喪
失
感
が
広
が
る
と
同
時
に
、
応
援
と
支
援
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
首
里
城
が

私
た
ち
に
と
っ
て
い
か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
か
を
思
い
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

首
里
城
火
災
か
ら
１
年
、
現
場
で
消
火
に
あ
た
っ
た
消
防
局
隊
員
の
話
を
通
し
て

あ
の
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

1010
・・
3131  

あ
の
日
の
首
里
城

あ
の
日
の
首
里
城

深
夜
の
出
動
命
令

私
は
当
時
、
神
原
分
署
に
所
属
し
て
い
て
、
夜

勤
中
の
午
前
２
時
42
分
に
出
動
指
令
が
か
か
り
ま

し
た
。
準
備
を
し
な
が
ら
現
場
の
ポ
イ
ン
ト
を
見

る
と
火
災
現
場
が
首
里
城
に
な
っ
て
い
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
で
龍
潭
に
向
か
っ
て
い
る
と
き
に
大

き
い
炎
が
見
え
、「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」と
身
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

決
死
の
消
火
活
動  

現
場
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
下し

ち
や
ぬ
う
な
ー

之
御
庭
に
ポ
ン

プ
車
を
停
車
し
、
そ
こ
か
ら
１
本
20
メ
ー
ト
ル
の

ホ
ー
ス
を
11
本
繋
い
で
御う

な
ー庭
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
時
に
は
す
で
に
正
殿
が
勢
い
よ
く
燃
え
て
い
て

す
ご
い
輻ふ

く
し
や
ね
つ

射
熱
で
し
た
。

私
た
ち
消
火
隊
７
人
は
二
手
に
分
か
れ
て
南
殿

側
の
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
輻
射
熱
が
と

て
も
高
く
、
断
熱
効
果
の
あ
る
防
火
服
で
も
し
ゃ

が
む
態
勢
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
南

殿
の
火
が
鎖さ

す
の
ま
乃
間
へ
燃
え
移
る
の
を
少
し
で
も
防

ご
う
と
放
水
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
バ
キ
バ
キ
ッ
と

い
う
大
き
な
音
が
し
た
の
で
正
殿
が
崩
落
し
た
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

非
番
の
職
員
が
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
持
っ
て
き

て
く
れ
た
り
、
消
防
団
員
が
キ
ー
パ
ー
の
水
を
汲

ん
で
き
た
り
な
ど
、
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
と
て

も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
ら
空
が
明
る
く
な

り
、
朝
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夜

は
暗
く
て
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
首
里
城
が
焼
け
落
ち
て

無
残
な
光
景
に
な
っ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
に
は
愕

然
と
し
ま
し
た
。

鎮
火
し
た
後
も
夕
方
ま
で
放

水
は
続
い
た
の
で
、
11
時
間
は

放
水
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

再
建
へ
の
希
望

私
自
身
、
小
中
高
と
首
里
地
区

の
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
首

里
城
は
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。

火
災
後
も
首
里
城
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
意
識

的
に
見
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
再
建
に
向
け
て
の

動
き
の
速
さ
や
寄
附
金
の
金
額
を
知
っ
て
、
多
く

の
人
が
首
里
城
の
再
建
を
望
ん
で
い
る
ん
だ
な
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
日
の
経
験
を
糧
に

あ
の
日
を
改
め
て
振
り
返
る
と
、
お
そ
ら
く

一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
大
火
災
だ
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
の
現
場
に
消
防
隊
員

と
し
て
立
ち
会
っ
た
、
微
力
な
が
ら
も
消
火
活

動
に
携
わ
っ
た
と
い
う
経
験
は
一
生
忘
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

首
里
城
火
災
で
の
経
験
を
教
訓
に
、
消
防
士
と

し
て
知
識
や
技
術
を
更
に
身
に
付
け
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

火
災
が
起
き
る
前
に

建
物
に
は
、
消
防
用
設
備
の
設
置
や
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
消
防
局
は
、
事

業
所
な
ど
の
立
ち
入
り
検
査
を
行
い
、
こ
の
施
設

に
は
こ
の
設
備
が
必
要
で
す
と
い
っ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
建
物
所
有
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
が
火
災
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。
所
有
者
の
み

な
さ
ま
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

那覇市消防局
中央消防署本署勤務

大城 辰  消防士（27歳）

那
覇
市
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
の

ご
報
告
と
お
礼

首
里
城
火
災
に
対
し
、
県
内
外
よ
り
首
里
城
の

修
復
再
建
に
向
け
た
励
ま
し
や
支
援
の
お
申
し
出

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
支
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
内
に
沖
縄
県
へ
寄
託
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
の
で
、
本
市
で
の
支
援
金
の
受
付
を
、
令
和

２
年
10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

首
里
城
再
建
は
長
い
道
の
り
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問 

総
務
課
☎
８
６
２・９
９
１
１

募金箱・口座振込などにおける募金総額
（8月31日時点）

（国外からの寄附を含む）

ふるさと納税（クラウドファンディング）に
おける寄附金総額（令和2年3月31日受付終了）

5億9,875万6,559円

53,199件
9億4,226万9,103円
合計 15億4,102万5,662円

全焼した南殿

南殿への放水

首里城火災の流れ
令
和
元
年
10
月
31
日 

2時41分 警備会社が119番通報
2時42分 那覇市消防局第１出動

（消防車両8台、人員31人）
2時45分 那覇市消防局第2出動

（消防車両11台、人員41人）
2時49分 先着隊放水開始
3時00分 那覇市災害対策本部設置
3時14分 那覇市消防局第3出動

（消防車両15台、人員56人）、
消防警戒本部設置

3時27分 東部消防へ応援出動要請
3時34分 浦添消防へ応援出動要請
3時45分 豊見城消防、島尻消防、糸満消防へ

応援出動要請
3時46分 警防本部設置

（管理職員、非番員を非常招集）
4時30分頃 正殿屋根の骨組みなどが崩落
5時12分 沖縄消防、中北消防、宜野湾消防へ

応援出動要請
6時00分 避難所開設（城南小）
6時20分 避難所開設（首里公民館、石嶺公民館）
7時30分 那覇市災害警戒本部会議開催
8時10分 城間市長緊急記者会見
8時15分 【現場からの情報】

正殿、北殿、南殿は全焼し原型をと
どめていない。
北殿から奉神門に延焼の恐れあり。
延焼防止の消防活動中。

8時35分 【現場からの情報】
奉神門に延焼拡大、消火活動中。

11時00分 鎮圧
13時30分 鎮火

11月1日 那覇市クラウドファンディングを開設
11月3日 クラウドファンディング目標金額の1

億円を達成
11月13日 クラウドファンディングが5億円を突破
12月24日 那覇市消防局が原因調査を終了
令和2年
1月29日 沖縄県警が原因調査を終了
2月10日 再建に向けた工事を開始
3月27日 政府が2026年までの復興を盛り込

んだ工程表を発表
6月12日 火災後、初めて正殿を一般公開
7月30日 沖縄県が「首里城復興基金の活用に

関する方針」を策定

あながちさん 首里城

2019年4月に焼失した
ノートルダム大聖堂
（世界遺産）の管轄消防で
あるパリ消防から
那覇市消防局へ
メッセージが届きました

那覇市消防局指揮官 殿
2019年10月31日
首里城における火災の様子を、我々パリ消防署の職員は

茫然として観ていました。
琉球の歴史や沖縄復興のシンボルであった首里城正殿が

崩れ落ちたことを受け、私たちは深く悲しんでおります。
国や地域を代表するような遺産を失っていることを、

我々は深く理解しております。
消火をするために絶え間なく戦った多くの消防隊員は、

多大な勇気と献身的な姿勢を見せてくれました。
どうか、この我々のお気持ちを那覇市民と那覇市消防局

の全職員にお伝えください。
心より、復興を望んでいます。

パリ消防署 消防隊長
（指揮官）ジン・クラウド・ガレットより

 パリ消防からの
激励メッセージ

　令和２年度 那覇市政功労者　令和２年度 那覇市政功労者

登
録
番
号
４
６
７
号

山や
ま

根ね 

春は
る

代よ （
72
歳
）

長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
会
長
や
中
学
校
区
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
会
長
を
務

め
、
行
政
の
審
議
委
員
を
歴
任
す

る
な
ど
、
本
市
の
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
。
さ
ら
に
、
う
る
く

地
域
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
や
小

禄
南
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
会
長
を
務
め
、
本
市
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
５
号

仲な
か

田だ 

幸さ
ち

子こ （
87
歳
）

戦
後
、
15
歳
で
劇
団
に
入
団
。
舞

台
で
観
客
が
湧
き
か
え
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
自
他
と
も
に
喜

劇
の
女
王
と
認
め
る
存
在
と
し

て
活
躍
。
戦
後
の
激
動
の
時
代
に

あ
っ
た
沖
縄
県
民
に
生
き
る
喜
び

と
力
を
与
え
る
と
と
も
に
、
多
く

の
役
者
を
育
て
、
沖
縄
芝
居
の
継

承
・
発
展
に
尽
力
し
、
本
市
の
芸

能
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
３
号

島し
ま

袋ぶ
く
ろ 

常じ
ょ
う

榮え
い （

76
歳
）

壺
屋
陶
器
事
業
協
同
組
合
の
理

事
長
を
12
年
間
務
め
、
組
合
の
発

展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
壺
屋

焼
の
宣
伝
普
及
に
貢
献
。
ま
た
、

那
覇
市
制
施
行
90
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た

壺
屋
焼
巨
大
シ
ー
サ
ー
の
製
作

で
は
、
理
事
長
と
し
て
指
揮
を

執
る
な
ど
、
本
市
の
伝
統
工
芸

の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
１
号

太お
お

田た 

節せ
つ

子こ （
87
歳
）

昭
和
49
年
か
ら
42
年
間
に
わ
た
り

本
市
小
学
校
及
び
中
学
校
で
、
学

校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
長
及
び
養

護
教
諭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
学

校
環
境
衛
生
の
改
善
に
尽
力
。
ま

た
、
担
当
校
の
学
校
保
健
委
員
会

を
通
し
て
学
校
環
境
衛
生
の
重
要

性
を
説
き
、
特
に
日
常
検
査
の
大

切
さ
を
指
導
助
言
し
、
本
市
の
学

校
保
健
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
６
号

平ひ
ら

山や
ま 

良り
ょ
う

明め
い （

85
歳
）

高
校
教
諭
と
し
て
生
徒
に
弁
論
を
指

導
し
、
県
内
初
を
含
む
教
え
子
を

次
々
に
全
国
優
勝
に
導
き
、
戦
後
沖

縄
の
教
育
界
を
盛
り
上
げ
た
。ま
た
、

『
沖
縄
文
学
全
集
巻
3
・
短
歌
編
』

を
編
集
し
、
沖
縄
短
歌
界
の
文
化
的

地
位
を
築
く
と
と
も
に
、
お
も
ろ
研

究
会
第
2
代
会
長
と
し
て
多
く
の
研

究
者
・
専
門
家
を
育
成
し
、
本
市
の

芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
４
号

髙た
か

良ら 

政ま
さ

勝か
つ （

80
歳
）

昭
和
57
年
か
ら
那
覇
市
立
壺
屋
小

学
校
の
歯
科
校
医
を
務
め
、
児
童
生

徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
歯
科
保
健
衛
生
の
啓
発
に

努
め
、
乳
幼
児
歯
科
健
診
等
に
も
協

力
。
ま
た
、対
馬
丸
記
念
会
理
事
長
・

会
長
、対
馬
丸
記
念
館
館
長
と
し
て
、

戦
没
者
の
追
悼
と
遺
族
の
福
祉
の
向

上
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
学
習
推

進
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
２
号

太お
お

田た 

敏と
し

勝か
つ （

73
歳
）

昭
和
57
年
か
ら
那
覇
市
体
育
指

導
委
員
と
し
て
、
市
民
の
体
力
の

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
・
推
進
に
尽
力
。

さ
ら
に
、
昭
和
54
年
か
ら
長
き

に
わ
た
り
少
年
補
導
員
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
に
も
尽
力
し
、

本
市
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献
。

登
録
番
号
４
６
０
号

大お
お

田た 

征い
く

夫お

 （
78
歳
）

昭
和
54
年
の
開
業
か
ら
、
地
域
の

健
康
増
進
・
健
康
管
理
及
び
疾
病

予
防
に
尽
力
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
学
校
医
を
務
め
、
学
校
保
健

活
動
を
推
進
し
、
児
童
の
健
康
管

理
、
健
康
教
育
並
び
に
疾
病
予
防

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
育
園
の

園
医
と
し
て
、
疾
病
予
防
や
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
対
応
な
ど
、
本

市
の
健
康
福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

市政功労者8名のみなさまは、本市の発展に多大な貢献をされました。
これまでの長年にわたるご尽力とご功績に敬意を表し、
32万那覇市民を代表いたしまして心から感謝申し上げます。

那覇市長　城間 幹子

3 2020年（令和２年）10月


